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WASHING POTATOES TIMES

　

自
分
の
作
品
を
出
品
し
な
い
で
参
加

す
る
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
は
初
め
て
だ
っ
た
。

前
日
に
何
か
し
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
落
ち
着
か
な
い
。
六
本
木
の
街

の
中
に
体
験
出
来
る
ア
ー
ト
を
い
く
つ

も
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
た
と
は
い
え
、
美
術

館
や
劇
場
の
よ
う
に
確
実
に
全
員
が
鑑

賞
、
観
劇
で
き
る
か
と
い
う
と
確
約
は

で
き
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
こ
ち
ら

が
仕
掛
け
た
も
の
と
は
何
も
出
会
わ
ず

に
夜
が
明
け
る
こ
と
だ
っ
て
可
能
性
は

０
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、美
術
館
に
行
っ

た
ら
作
品
が
何
も
展
示
し
て
い
な
か
っ

た
。
と
い
う
こ
と
が
「
あ
る
人
」
の
中

で
起
こ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
街

の
中
で
迷
走
し
て
い
る
人
た
ち
は
い
な

い
だ
ろ
う
か…

。
そ
ん
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
気

分
で
、
当
日
は
３
つ
の
拠
点
を
何
度
も

見
て
回
っ
た
。
雨
が
時
々
降
っ
て
は
い

た
け
れ
ど
、
拠
点
に
は
人
が
集
ま
り
、

街
に
は
賑
わ
い
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と

ア
ー
ト
ナ
イ
ト
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
こ
ち
ら
が
用
意
し
た
作
品
が
な
い

場
所
で
も
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
が
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
無
作
為
の
作
為

が
街
場
で
行
う
ア
ー
ト
に
は
大
変
重
要

な
構
成
要
素
に
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、

も
の（
設
置
作
品
）や
、こ
と（
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
）
が
な
く
て
も
人
（
来
場
者
）

が
街
の
雰
囲
気
を
創
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
。
で
は
、
そ
の
人
た
ち
は
ど
の
よ

う
な
人
た
ち
で
、
何
故
現
れ
た
の
か
？

そ
れ
に
は
ひ
と
つ
の
大
き
な
力
、「
人
間

伝
播
力
」
が
あ
っ
た
と
予
測
で
き
る
。

こ
の
夜
に
六
本
木
に
来
た
人
た
ち
が

ア
ー
ト
を
見
よ
う
！
ア
ー
ト
を
体
験
し

よ
う
と
い
う
カ
ラ
ダ
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
人
同
士
が
、
出
会
っ
た
り
、

す
れ
違
っ
た
り
す
る
と
、
そ
の
力
は
倍

増
し
、
そ
し
て
、
作
品
が
実
際
に
は
そ

こ
に
な
く
て
も
ア
ー
ト
の
空
気
が
生
ま

れ
、
何
も
な
か
っ
た
空
間
に
ア
ー
ト
が

見
え
て
く
る
と
い
う
マ
ジ
ッ
ク
（
無
作

為
の
作
為
）
が
起
こ
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
「
人
間
伝
播
力
」
に
よ
る

街
つ
く
り
、
場
つ
く
り
、
人
つ
く
り
で

あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
た
作
品
の
評
価

だ
け
で
は
六
本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
は
成

立
し
て
い
な
い
。
そ
こ
に
行
き
交
う
人

の
伝
播
す
る
力
の
強
さ
も
ア
ー
ト
ナ
イ

ト
の
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
六
本

木
の
街
が
持
ち
得
る
魅
力
の
ポ
イ
ン
ト

で
も
あ
る
。　
　
　
　
　

 

日
比
野
克
彦

「人間伝播力」が起きた夜

六
本
木
ヒ
ル
ズ
ア
リ
ー
ナ
を

出
発
し
た
パ
レ
ー
ド
隊
約
１

３
０
人
を
追
っ
て
、
六
本
木

通
り
を
練
り
歩
く
人
、
偶
然

出
く
わ
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
ダ
ン
サ
ー
と
一
緒
に
音

楽
に
合
わ
せ
て
カ
ラ
ダ
を
動

か
し
始
め
る
人
。
そ
の
顔
ぶ

れ
は
六
本
木
の
街
ら
し
く
国

籍
も
年
齢
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
。

「
カ
ラ
ダ
が
こ
ん
な
に
自
然

に
動
く
な
ん
て
！
」
と
い
う

街
の
声
も
聞
こ
え
て
き
た
。

六
本
木
交
差
点
を
過
ぎ
、
東

京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
へ
到
着
し

た
パ
レ
ー
ド
隊
は
建
物
の
中

で
散
り
散
り
と
な
り
、
あ
ち

こ
ち
で
同
時
多
発
的
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
。
日

常
の
空
間
が
非
日
常
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
見
る
も
の
の

動
物
的
本
能
を
喚
起
す
る
の

か
、
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
内

は
熱
気
に
溢
れ
て
い
く…

…

。

　

た
く
さ
ん
の
手
拍
子
や
掛

け
声
を
受
け
、
観
客
と
一
体

と
な
っ
た
パ
レ
ー
ド
隊
は
最

終
目
的
地
の
星
条
旗
通
り
へ
。

先
ほ
ど
ま
で
と
は
一
転
し
静

ま
り
返
っ
た
一
行
は
、
観
衆

が
じ
っ
と
見
つ
め
る
前
で
再

び
大
き
く
カ
ラ
ダ
を
動
か
し

始
め
る
。
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
か

ら
大
学
生
、
中
高
生
、
一
般

参
加
の
方
ま
で
が
ひ
と
つ
に

な
り
、
20
分
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
全
身
全
霊
で
や
り
遂

げ
、
大
歓
声
の
も
と
全
行
程

を
終
え
た
。
観
客
の
中
に
は

涙
を
浮
か
べ
る
女
性
の
姿
も

あ
っ
た
。
そ
う
、『
動
け
、
カ

ラ
ダ
！
』
は
自
分
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

　

カ
ラ
ダ
が
動
く
と
心
も
動

く
、
心
が
動
く
こ
と
で
感
性

の
ト
ビ
ラ
が
開
き
、
さ
ら
に

開
か
れ
た
自
分
へ
と
変
容
す

る
。
六
本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト

の
あ
の
熱
気
は
、
ア
ー
ト
に

よ
り
開
放
さ
れ
た
人
々
が
放

つ
、〝
生
〞
の
パ
ワ
ー
が
生
み

出
し
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

（
吉
田
直
子
）

作
家
と
観
客
を
繋
げ
る

ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　

街
全
体
が
躍
動
感
溢
れ
る

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
っ
た

「
六
本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
２

０
１
４
」。
４
月
19
日
の
夕

刻
に
は
、
こ
の
日
を
楽
し
み

に
集
ま
っ
た
人
々
の
熱
気
が

ピ
ー
ク
に
達
し
、
激
動
の
二

日
間
が
本
格
的
に
幕
を
開
け

た
。
若
者
だ
け
で
な
く
、
小

さ
な
子
供
の
手
を
引
く
家
族

連
れ
や
お
年
寄
り
、
外
国
人

の
姿
も
目
立
つ
。
ど
の
瞳
も

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
こ
れ
か

ら
始
ま
る
一
夜
限
り
の
ス
ペ

ク
タ
ク
ル
へ
、
期
待
が
は
ち

き
れ
ん
ば
か
り
だ
。

　

17
時
30
分
、
六
本
木
ヒ
ル

ズ
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
コ

ア
タ
イ
ム
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
レ

モ
ニ
ー
。
観
客
の
頭
上
に
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
西
尾
美
也

氏
に
よ
る
古
着
を
繋
ぎ
あ
わ

せ
た
カ
ラ
フ
ル
な
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
作
品
《
人
間
の
家
﹇
ス

カ
ー
ト
﹈》
が
は
た
め
く
。「
今

日
ま
で
の
日
々
を
、よ
う
や
っ

た
！
と
祝
福
し
て
く
れ
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
」
と
満
面

の
笑
み
で
作
品
を
見
上
げ
る

西
尾
氏
。
ア
リ
ー
ナ
の
風
を

受
け
、
大
き
く
う
ね
る
布
の

姿
は
、今
年
の
テ
ー
マ
『
動
け
、

カ
ラ
ダ
！
』
そ
の
も
の
だ
。

　

西
尾
氏
が
《
カ
ラ
ダ
ひ
と

つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》
と
し
て

発
表
す
る
３
つ
の
作
品
は
、

六
本
木
界
隈
を
中
心
に
集
め

ら
れ
た
古
着
か
ら
生
ま
れ
て

い
る
。
誰
か
が
着
古
し
た
洋

服
を
解
体
し
、
縫
い
合
わ
せ
、

文
字
通
り
ひ
と
つ
の
作
品
へ

と
繋
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
。
六

本
木
ヒ
ル
ズ
で
は
巨
大
ス

カ
ー
ト
と
な
っ
た
が
、
２
つ

目
の
作
品
は
、
東
京
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
に
展
示
さ
れ
た
《
花

柄
／
花
》。
花
柄
の
布
だ
け
を

集
め
て
作
ら
れ
た
大
き
な
一

輪
の
花
は
、
生
命
を
宿
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
光
り
を
放

つ
。
国
立
新
美
術
館
で
は
、

古
着
か
ら
ボ
タ
ン
を
集
め
、

繋
ぎ
あ
わ
せ
た
作
品
《
ボ
タ

ン
／
雨
》
を
発
表
。
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
、
闇

の
中
で
き
ら
き
ら
と
小
さ
く

瞬
く
ボ
タ
ン
。
そ
の
繊
細
な

光
を
、
訪
れ
た
人
々
は
目
を

細
め
て
眺
め
て
い
た
。

　

六
本
木
ヒ
ル
ズ
ア
リ
ー
ナ

で
は
ミ
シ
ン
を
使
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い

た
。
古
着
の
山
か
ら
好
き
な

端
切
れ
を
選
ん
で
、
西
尾
氏

の
い
る
ミ
シ
ン
台
ま
で
持
っ

て
ゆ
く
と
、
自
分
が
持
っ
て

き
た
布
バ
ッ
グ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ

に
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
し
て
く
れ

る
。「
今
ま
で
は
布
を
繋
ぎ
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
間
接
的
に

人
と
人
を
繋
げ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
人
と
対
面
し
、
そ
の

人
が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
布

に
、
ラ
イ
ブ
で
ど
ん
ど
ん
繋

が
っ
て
い
け
る
。
今
ま
で
の

活
動
の
延
長
で
あ
り
、
新
し

い
試
み
で
す
」
と
西
尾
氏
。

高
揚
す
る
空
気
の
中
、
作
家

自
身
も
ま
た
、
新
た
な
表
現

を
切
り
開
い
て
い
る
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。

（
内
田
有
佳
）

パ
レ
ー
ド
が
解
き
放
つ
、

街
と
人
の〝
生
〞の
パ
ワ
ー

　

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
日
比
野
克
彦

氏
の
「
動
け
、
カ
ラ
ダ
！
」

の
掛
け
声
と
同
時
に
、
伊
藤

キ
ム
氏
監
修
の
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
六
本
木
パ

レ
ー
ド
」
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

キ
ム
氏
の
予
告
通
り
、
パ

レ
ー
ド
は
街
を
ゆ
く
人
々
を

次
々
と
巻
き
込
ん
で
い
く
。

ヒ
ビ
ノ

  

ツ
ブ
ヤ
キ

HIBINOTSUBUYAKI
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第５回

Review

「
六
本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
2
0
1
4
」ド
キ
ュ
メ
ン
ト

『
動
け
、カ
ラ
ダ
！
』は

自
分
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

写真上：《カラダひとつ工房》でミシンを踏み続けた西尾氏。／中央右：東京ミッドタウンの《花柄／花》。光に透け
て花柄が浮かび上がる。／中央左：六本木ヒルズで風に揺られる《人間の家［スカート］》／下段右：国立新美術
館の《ボタン／雨》に足をとめる人が大勢。／下段左：準備作業が進められた工房跡も特別公開。

写
真
左
：
六
本
木
パ
レ
ー
ド《
ふ
わ
り
た
い 

な
が
れ
た
い 

つ
な
ぎ
た

い
》一
行
／
中
央
上
：「
ろ
っ
ぽ
ん
ぎ
」の
文
字
も
街
中
を
行
き
来
し
た
。

／
右
上
：
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
内
を
縦
横
無
尽
に
動
く
。／
右
下
：
伊
藤

キ
ム
氏
も
沿
道
か
ら
応
援
／
中
央
下
：
星
条
旗
通
り
で
の
ラ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。



　

六
本
木
の
街
全
体
を
美
術

館
に
見
立
て
、
オ
ー
ル
ナ
イ

ト
で
ア
ー
ト
を
楽
し
む
「
六

本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
２
０
１

４
」
は
、
屋
内
施
設
だ
け
で

な
く
屋
外
の
様
々
な
場
所
で
、

同
時
多
発
的
に
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ダ
ン
ス
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
多
種
多

様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し

た
。
人
々
は
た
っ
た
一
夜
の

イ
ベ
ン
ト
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

こ
で
し
か
出
会
え
な
い
刺
激

や
煌
き
そ
し
て
強
烈
な
儚
さ

を
求
め
て
、
六
本
木
の
街
を

熱
い
心
と
カ
ラ
ダ
で
動
き
続

け
た
。
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Review

「
六
本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
2
0
1
4
」ド
キ
ュ
メ
ン
ト

動
き
続
け
た
、二
日
間
！4/20 2:30-3:00

4/19 18:00-18:15 4/19 18:30-19:30 4/19 16:00-,18:30-,21:00-

4/19- 4/21 4/19 18:00-22:00 4/19 18:30-19:30

4/19 10:00- 4/20 18:00 4/20 11:00-18:00

4/19 11:00- 4/20 5:03

4/19 18:17- 4/20 5:03

東京ミッドタウン「Mid-Space」のコアタイムは、アーティスト集団「天才ハイ
スクール!!!!」による開会式で開幕。「体」の文字から「一」を抜いて「休」に変異
させ、「一」は「聖火」となりメンバーのランナーとともに夜の六本木を走った。

ダンスユニット・プロジェクト大山が《仮面舞踏会―イメージの力、うごく！》
と称して仮面を用いたダンスパフォーマンスを国立新美術館1階ロビーで行
い、チャーミングで不思議な世界観を披露した。

オランダから招聘したイーティングデザイナー マライエ・フォーゲルサンクに
よる《フィード・ラブ》は、「食べること」をテーマとした体験型プログラム。六
本木ヒルズ ヒルズカフェ/スペースにて事前予約制で開催した。

いけばな小原流の家元でありアーティストとしても活躍する小原宏貴が巨木
の根を用いたインスタレーション《Egg》を国立新美術館エントランス（屋外）
に展示。美しく変化する照明とともに幻想的な作品世界を表現。

企画展「イメージの力―国立民族学博物館コレクションにさぐる」の展示作
品等のビジュアルを国立新美術館外壁にプロジェクションマッピングを行っ
た《もうひとつの「イメージの力」》。

六本木ヒルズアリーナで行われた音楽イベント《カラダひとつ劇場》「鮮やか
なまま 混じりあう」は、東京天水連、東京韓国打楽器研究所、プロコ・バハ
ヴェント3組の異色な組み合わせが鮮烈なリズムを奏でた。

東京ミッドタウン キャノピー・スクエアに設置した八谷和彦《オープンスカイ:Ｍ
-02Ｊ》は、宮崎駿氏原作『風の谷のナウシカ』に登場する架空の航空機「メー
ヴェ」の機体コンセプトを参考に作られた実際に人が乗って飛べる試作機。

東京ミッドタウン プラザ1Fに設置したアーティスト リー・ウェンによる円形
卓球台《ピンポン・ゴー・ラウンド》は、来場者が実際に遊べるアート作品とし
て昼間だけでなく真夜中も人気だった。

国立新美術館隣の政策研究大学院大学の屋外敷地にて開催した篠田太郎
《月面反射通信技術》。自作の天体望遠鏡を通して捉えた世界のさまざまな都
市の月と街並みのビジュアルをヘッドフォンで音楽を聴きながら鑑賞。

真夜中、六本木ヒルズアリーナで開催した《カラダひとつ劇場》｢六本木演舞場vol.2」。
近藤良平を音頭取りに、物凄い人数のオーディエンスが熱く静かに楽しく踊り続けた。
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4/19 10:00- 4/20 18:00 4/19 10:00- 4/20 18:00 4/19 18:17- 4/20 5:03

4/19 18:17- 4/20 5:03 4/19 20:00-22:00 4/19 21:00-22:30

4/20 1:30-,2:30-

4/19 21:00-,21:20-,22:30-,22:50-4/19 18:30-,19:30-,20:30-,21:30-
         23:30-

4/20 0:30-,2:00-

4/19 20:00-,21:30-,23:00-

4/19 21:45-, 4/20 0:30-,3:30-

4/19 20:30-,23:30-, 4/20 3:15-

4/19 20:00- 4/20 4:00 4/19 21:00-,22:30-

4/20 13:00-,15:00-,17:00- 4/20 11:00-,13:00-,15:00-

4/19 13:00-,15:00-

4/19 19:00- 4/20 5:00

《筋肉率39.0％の身体が宙を切る。そんなダンスです。》というタイトルでアク
シスビル、ロアビル、六本木ヒルズ、東京ミッドタウン等、六本木の街なかを夜通
し移動しながらパフォーマンスを行ったパフォーマンス集団「んまつーポス」。

六本木4丁目三河台公園では、新進気鋭のアーティスト2組による屋外パ
フォーマンス､岩渕貞太《DIVER（ダイバー）》とhyslom（ヒスロム）《Richard 
Funkyは石がきらい》を開催した。

東野祥子《世界は不在の中のひとつの小さな星ではないか?―NIGHTバー
ジョン》。ファッションビル「ピラミデ」全体を劇場に見立て、様々なジャンル
のクリエイターとともにパフォーマンスを上演した。

ヘッドフォンを片手に深夜のリズムを刻むサイレントディスコ「クワイエット・
ディスコ」は、六本木ヒルズ《カラダひとつ劇場》と東京ミッドタウン《カラダひ
とつ広場》で合計6回実施し毎回大いに盛り上がった。

六本木ヒルズアリーナでは、コアタイム時間中、著名なアーティストや文化人
たちが観客の相談に応じる異色のイベント《アート型人生相談“六本木の父”
～相談しよう、そうしよう。～》を行った。

東京ミッドタウン キャノピー・スクエア《カラダひとつ広場》でも様々なイベン
トを開催。六本木ヒルズ《カラダひとつ劇場》と2会場で開催された「カポエイ
ラパフォーマンス」は、独特のリズムを放ち森羅万象と身体が呼応する内容。

The Future+THE TRADING CITY研究所《トレードゲーム～まちシャッ
フル～》は、「六本木アートナイト2014」のラストを飾るコンテンツとして六本
木ヒルズアリーナにて開催。昼間に開催し親子連れ等が楽しく参加した。

《ゴロゴロ六本木》は、直径3mの竹で作られた球体に人が乗り込み、東京ミッ
ドタウン コートヤードからミッドタウン・ガーデンを移動する作品。作家で
ある佐藤悠やスタッフたちの威勢の良い掛け声とともに注目された。

六本木5丁目レーヌビルの一室では遠藤一郎による《ときめきティールーム》を
オールナイトで開催。気鋭のアーティストを次々とゲストに迎え最高のお茶をふ
るまいながらのインタビュー。さらにその模様を動画配信で広く公開した。

人通りが多い六本木ヒルズ ノースタワー前に現れた《黒い家》。近づき耳をあ
てると、コンタクトゴンゾによる身体論が聞こえてくる。不思議な存在感を放
つ作品として注目された。

毛利庭園の池の底面に出現した鮮やかな縞模様。アーティスト小松宏誠《鳥
の様に_ディスプレイ_毛利庭園》は、自然の風や意図的に演出を施した水しぶ
き等により模様がざわめき変化し続ける作品。

六本木ヒルズ 66プラザを演出したゼロバイゼロによる作品《閃光》。人の動
きに反応し縦横無尽に飛び回る光たち。閃光同士が衝突し、さらなる強い光
を誕生させるなど視覚的に楽しめた。

六本木6丁目イケガミビルでは、台湾出身の注目のアーティスト ミスターキャ
ンドルの作品を外壁にプロジェクションした。世界各地の観光名所などで自
ら逆立ちをして参加する作品スタイルはユニークで美しい。

21_21 DESIGN SIGHTでは、企画展「コメ展」関連イベントとして昨年に続
き「PechaKucha」を実施。《コメ展×PechaKucha》と題し、コメにまつわ
る人たちによる突き抜けたトークを展開した。

サントリー美術館では、企画展「のぞいてびっくり江戸絵画―科学の眼、視覚
のふしぎ―」の特別ワークショップを３タイトル行なった。「光と影のワーク
ショップ～特別編～」では、川村亘平斎氏を講師に迎え、影絵の世界を体験。
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発行人◎ 六本木アートナイト実行委員会　編集◎芋洗い坂新聞編集局／総括：日比野克彦／企画・編集：武村俊・田中美知子・西谷枝里子／企画協力：
角張敏郎／編集：吉田直子／AD：内田雅之（VOLTAGE）／取材：内田有佳・他／撮影：藤田慎一郎・六本木アートナイト2014オフィシャルカメラマン（梶山
アマゾン・木奥恵三・御厨慎一郎・鰐部春雄［五十音順］）・他　印刷◎水産経済新聞社

「
六
本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
2
0
1
4
」ド
キ
ュ
メ
ン
ト

眠
ら
な
い
一
夜
、あ
な
た
は

　
　
　
何
を
体
感
し
ま
し
た
か
？

国立新美術館ロビーに展示された体長26mもの大作《おお大ちゃん》

写真右：六本木交差点「時計塔」デコレーション《黒潮ライター1800》
写真中：《アート型人生相談“六本木の父”～相談しよう、そうしよう。～》空間美術全景
写真左：《六本木パレード》の衣裳は参加者とともにワークショップで制作

「
六
本
木
芋
洗
い
坂
新
聞
」

号
外
発
行
！

　

コ
ア
タ
イ
ム
キ
ッ
ク
オ
フ

セ
レ
モ
ニ
ー
や
「
六
本
木
パ

レ
ー
ド
」
の
ラ
イ
ブ
感
溢
れ

る
様
子
を
掲
載
し
た
「
六
本

木
芋
洗
い
坂
新
聞
」
号
外
が
、

４
月
19
日
21
時
よ
り
六
本
木

交
差
点
で
配
ら
れ
、
瞬
く
間

に
配
布
終
了
と
な
っ
た
。

街
頭
フ
ラ
ッ
グ

　

４
月
４
日
〜
20
日
、「
動
け
、

カ
ラ
ダ
！
」と
書
か
れ
た
１

４
０
枚
の
フ
ラ
ッ
グ
が
六
本

木
の
街
全
体
を
演
出
し
た
。

　
《
ヒ
ビ
ノ
カ
ッ
プ
》
と
は
日

比
野
氏
が
考
案
し
た
、
図
工

と
体
育
を
融
合
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
。
サ
ッ
カ
ー
の

試
合
に
必
要
な
道
具
「
ボ
ー

ル
と
ゴ
ー
ル
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
」
は
自
分
た
ち
で
作
り
、

そ
れ
を
使
用
し
て
試
合
を
行

な
っ
た
。
ゴ
ー
ル
は
、
段
ボ
ー

ル
で
作
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
で
特

別
な
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て

い
る
。
４
月
20
日（
日
）昼
間
、

港
区
立
六
本
木
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
舞
台
に
参
戦
も
観

戦
も
楽
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

オールナイトで頑張った『実況中継班』
六本木にいる人たちには最新の情報源として、在宅の人たちに
も臨場感を感じてもらうために、「六本木アートナイト2014」は、
Twitter、facebook、ニコニコ動画、Ustreamといったデジタル
メディアを駆使して勢力的に当日の実況中継を行った。ここで
は、昨年に続きコアタイムに活躍した公認Twitter二人組、小川
未来氏と岡慧隼氏による実況中継終了時のツイートを紹介。

「あと30秒で夜明けです。」4/20 5:04、 「夜明け！！！コアタイム終了です！ 」4/20 5:05、
「日比野氏: アートナイトの一番のみどころはこの瞬間です。色んなものを見て、ときどき見そ
こねたりして歩いて。意外なところで発見があって、友達に会ったりして。そんな時間を過ごし
て朝を迎えると昨日までの時間と違う気がする。
一番いい時間がこの時間です。」4/20 5:06、
「日比野氏: みなさん今日は本当におつかれさま
でした！」4/20 5:07、「これにて今年のアート
ナイトの実況も終了します。お付き合いいただき
ありがとうございました。」4/20 5:12
写真右：コアタイム終了時に行われた「日の出トーク」

編
／
集
／
後
／
記

　
「
六
本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
２
０
１
４
」
無
事

終
了
！ 

観
客
の
皆
様
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
関
係
組
織
の
方
々
、

ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

少
し
で
も
暖
か
い
時
期
に
、
と
昨
年
ま
で
の
３

月
末
開
催
を
４
月
19
日
・
20
日
に
ス
ラ
イ
ド
し

た
の
で
す
が
、
皮
肉
に
も
な
ん
と
寒
か
っ
た
こ

と
！ 

で
も
そ
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
テ
ー

マ
『
動
け
、
カ
ラ
ダ
！
』
を
具
現
化
し
た
様
々

な
熱
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
の
度
に
「
一
晩
で
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
す
が
、
私
た
ち

は
「
一
晩
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
」
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
イ
ベ
ン
ト
に
熱
を
与

え
、
観
客
の
皆
様
に
も
伝
わ
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。
芋
洗
い
坂
新
聞
は
、
ア
ー
ト
ナ
イ

ト
開
催
前
に
は
企
画
の
進
行
状
況
を
お
伝
え

し
た
り
、
当
日
に
は
撮
っ
て
出
し
の
号
外
を
発

刊
し
た
り
し
な
が
ら
、
た
っ
た
一
晩
の
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
に
時
間
の
広
が
り
を
与
え
、
よ
り
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
ア
ー
ト
ナ
イ
ト
で
は
、
１
月
末
か
ら
今

回
で
計
５
号
の
新
聞
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

ま
も
な
く
来
年
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

次
回
も
多
く
の
方
々
と
笑
顔
で
お
会
い
で
き

る
よ
う
祈
り
つ
つ
、
一
旦
筆
を
お
き
ま
す
。
で

は
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。
来
年
の
ア
ー
ト
ナ
イ

ト
を
お
楽
し
み
に
。　
　
　
　
　
（
武
村　

俊
）

　
《
カ
ラ
ダ
ひ
と
つ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
》
の
西
尾
美
也
氏
、《
六

本
木
パ
レ
ー
ド
》
監
修
の
伊

藤
キ
ム
氏
に
続
き
、
大
活
躍

し
た
の
が
四
国
在
住
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
吉
田
一
郎
氏
。《
六

本
木
パ
レ
ー
ド
》
の
衣
裳
の

制
作
を
日
比
野
克
彦
氏
か
ら

相
談
さ
れ
た
際
、「
１
３
０
着

も
無
理
で
す
」
と
一
度
断
っ

た
秘
話
を
六
本
木
ヒ
ル
ズ
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
「
日
の

出
ト
ー
ク
」
で
披
露
し
た
。

事
前
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

作
る
こ
と
に
な
り
、「
ダ
ン

サ
ー
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作

れ
て
良
か
っ
た
」
と
の
こ
と
。

　

六
本
木
の
街
な
か
の
レ
ス

ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
居
酒
屋

等
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
各
界
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
意
見

を
交
換
す
る
場
＝《
六
本
木

夜
楽
会
》
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
て
今
年
も
登
場
。

　

今
回
は
10
組
20
人
が
参

加
。
少
人
数
で
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
を
囲
み
、
美
味
し
い

食
事
を
堪
能
し
つ
つ
こ
こ
で

し
か
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
を
楽
し
ん

だ
。
事
前
申
込
制
で
４
月
19

日
夜
に
開
催
し
た
。

　

六
本
木
ヒ
ル
ズ 

ウ
ェ
ス
ト

ウ
ォ
ー
ク
で
行
っ
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
異
常
な
盛
り
上
が

り
を
み
せ
た
。《
搬
入
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
》
と
は
、
巨
大
な

構
造
物
を
指
定
の
空
間
に
運

び
入
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

今
回
は
長
く
歪
な
形
の
赤
い

物
体
を
、
ウ
ェ
ス
ト
ウ
ォ
ー

ク
の
一
般
入
場
口
か
ら
搬
入

し
た
。
４
月
19
日
22
時
に
開

始
し
搬
入
終
了
ま
で
２
時
間

半
以
上
か
か
っ
た
。
そ
の
様

子
を
多
く
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン

ス
が
固
唾
を
呑
ん
で
見
守

り
、
少
し
動
く
た
び
に
た
め

息
や
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

写
真
上
：
搬
入
開
始
前
、作
業
員

（
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
）た
ち
は
準
備
体

操
を
行
っ
た
。／
下
：
入
口
を
通
り

天
井
に
向
け
て
伸
び
て
い
く
物
体

を
大
人
数
が
見
守
っ
て
い
る
。

　六本木ヒルズ ウェストウォーク2Fに設置したFacebook連動型のデジタルサイ
ネージ「teamLabCamera（チームラボカメラ）」。「六本木アートナイト2014」では、
日比野克彦氏のオリジナルフレーム５タイプを用意した。カメラ設置直後に日
比野氏自らも実演した。

六
本
木
未
来
会
議

ア
イ
デ
ア
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
#
3

ふ
る
さ
と
シ
ー
ル

by 

箭
内
道
彦

　

六
本
木
の
美
術
館
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
地
域
の
方
々
と
手

を
取
り
合
い
、
街
全
体
で
六

本
木
の
新
た
な
価
値
を
見
出

す
べ
く
一
昨
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ
ン
「
六

本
木
未
来
会
議
」
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
箭
内
道
彦
氏
が
発

案
。「
六
本
木
ア
ー
ト
ナ
イ
ト

２
０
１
４
」
開
催
中
、
都
道

府
県
の
形
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ

た
「
ふ
る
さ
と
シ
ー
ル
」
を

街
な
か
で
配
布
。
シ
ー
ル
を

入
手
し
た
人
た
ち
は
衣
服
等

に
貼
っ
て
出
身
地
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
同
郷
の
人
と
の
「
新

し
い
出
会
い
」
を
楽
し
ん
だ
。

《
ル
ミ 

エ
ル
ネ

 

フ
ー
ド
コ
ー
ト
》

　

六
本
木
商
店
街
振
興
組
合

加
盟
店
が
「
動
け
、カ
ラ
ダ
！
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
展
開
し
た

一
夜
限
り
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト

《
ル
ミ 

エ
ル
ネ 

フ
ー
ド
コ
ー

ト
》
が
４
月
19
日
19
時
よ
り

「
ラ
ピ
ロ
ス
六
本
木
」に
登
場
。

夜
中
も
動
き
続
け
る
人
々
に

し
ば
し
の
休
憩
と
お
い
し
い

食
事
を
提
供
し
大
盛
況
と

な
っ
た
。

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

《
光
っ
て
汗
か
い
て
、

動
け
、カ
ラ
ダ
！
》

　

夜
の
六
本
木
で
『
動
け
、

カ
ラ
ダ
！
』。
み
ん
な
で
一
緒

に
カ
ラ
ダ
を
動
か
す
と
反
応

し
て
光
る
リ
ス
ト
バ
ン
ド
と

マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
を
セ
ッ
ト

で
４
月
19
日
17
時
か
ら
配
布

（
参
加
費
５
０
０
円
）
し
た
と

こ
ろ
注
目
度
が
高
く
、
あ
っ

と
い
う
間
に
配
布
終
了
と

な
っ
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
吉
田
一
郎
氏
も
大
活
躍
！

趣
向
を
凝
ら
し
た
４
作
品
を
発
表
。

今
年
も
人
気
！《
第
二
回
六
本
木
夜
楽
会
》

悪魔のしるし
《搬入プロジェクト》

だ
い

に

か
い

ろ
く

ほ
ん

も
く

よ

ら
く

え

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

《
光
っ
て
汗
か
い
て
、動
け
、カ
ラ
ダ
！
》

日比野克彦も実演した
チームラボ《チームラボカメラ》

サッカーとアートを組み合わせた
《ヒビノカップ in 六本木》を今年も開催。


